
○下表のような方法で「たたき台」の周知と意見募集を実施しました。

東中野駅東口周辺まちづくり基本方針（素案）をとりまとめました!

基本方針（たたき台）への意見募集の実施と意見の概要

＜お問合せ先＞

中野区 まちづくり推進部 まちづくり計画課 担当：二崎・上村

TEL：03-3228-5463（直通） FAX：03-3228-5417

Mail：matidukurikeikaku@city.tokyo-nakano.lg.jp

１．意見募集の方法
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令和８年１月に「基本方針（素案）」の説明会を開催します

まちづくりの情報は中野区ホーム

ページからもご確認いただけます。

「基本方針（素案）」の内容に関する説明会
を開催いたします。どなたでもご参加いただ
けますので、当日直接会場にお越しください。

■日時・会場
① ２０２６年１月１７日（土）

１０時００分～１１時３０分
東中野区民活動センター

② ２０２６年１月２４日（土）
１０時００分～１１時３０分
東部区民活動センター

③ ２０２６年１月２２日（木）
１９時００分～２０時３０分
東中野いこいの家（ゆーらっく）
※各回いずれも同じ内容です。
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２．意見の整理方法及び公表について

中野区では、東中野駅東口周辺におけるまちづくりの基本的な考え方を整理する「東中野駅東口周辺まちづく

り基本方針（以下「基本方針」といいます。）」の検討を進めています。

2025年6月に公表した「基本方針（たたき台）」に対し、 Webアンケート調査等を通して多くの皆様から様々な

ご意見をいただきました。これらの意見等をふまえて、「基本方針（素案）」では主に次の点を変更しました。

基本方針（素案）の全編は、中野区公式ホームページからご覧ください。

【発行】中野区 まちづくり推進部 まちづくり計画課

東中野駅東口周辺東中野駅東口周辺 まちづくりニュース
2025年12月発行
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骨子 たたき台 素案 案 策定

実施方法 実施日、会場等 回答数／参加者数

オープンハウスの実施
２０２５年７月１２日（土）、東中野区民活動センター

１０件／３７名
２０２５年７月２６日（土）、東部区民活動センター

Webアンケートの実施 ２０２５年６月３０日（月）～8月3日（日） ２０４件／ー

町会・商店会等との
意見交換会

２０２５年７月１７日（木）、東中野区民活動センター
６８件／20名

２０２５年７月２３日（水）、東中野いこいの家

○東中野らしさ・アピールポイントやたたき台で示した５つの方針について自由記述式で意見を募集し、類似の
意見を項目に分けて整理集計しました。いただいたすべての意見は個人情報の特定につながるような意見等を
除き、すべて中野区公式ホームページにて公開しています。（上記の二次元コードからご覧いただけます。）

○以下に、主な意見の分類とそれらの代表的な意見を掲載します。

要約筆記や一時保育が必要な方は、各回の１０日前までに
専用フォームにてお申込みください。（各回先着２名まで）

■【東中野らしさ・アピールポイント】に関しての意見総数 全15５件

意見内容の分類 代表的な意見例（抜粋）

都心近接の交通利便性

○新宿や中野へのアクセスが抜群に良いため、買い物やレジャー、施設利用に非常に便利で
す。JRと地下鉄の両方が使えるので、行先によって使い分けができる点も大きな強みです。

〇JR、都営、メトロ（落合駅）の三路線利用可能な鉄道利便性と山手通りに面した車の利便
性が両立している点。

適度なにぎわいをつく
る個性豊かな個店と
地域コミュニティ活動

〇昔ながらの個人店。美味しいお店。都心に近いながらも落ち着いている街や雰囲気。

〇新宿に近いのに騒がし過ぎず、お祭りなどで近所付き合いもあって、都会であり田舎のよ
うな人間関係が築けるところではないかなと思っています。

神田川沿いの桜並木
などの自然

○都心に近い静かな街。四季折々の風情を楽しめる神田川がある。

〇神田川沿いの桜並木や、山手通りの整備された歩道など、都市の中にも自然を感じられる
場所が多く、散策にも適しています。都会に近くても静かなところが気に入っています。

静かで落ち着いた
住環境と治安の良さ

○都心に近いアクセスの良さを持ちながら治安が良く落ち着いているところ。

○都心に近いが静かな住宅地で、人の往来も多過ぎず治安もいい。

中野区公式
ホームページ

専用フォーム

■【方針⑤ 都心に近いながらも良好な市街地が広がるまちづくり】に関しての意見総数 全12８件

意見内容の分類 代表的な意見例（抜粋）

まちなかのみどりの充実
適正管理

〇新築マンションの周辺の寄せ植えのような植樹が四季を感じられ、また、樹木などに
名札(植物の種類)がつけてあり、とてもよいと思う。緑を増やすと落ち葉対策など
維持管理にも充分な費用または手をかけなければならなくなる。住民のボランティ
ア(清掃など)を積極的に活用する仕組みをつくる。

〇新しくできたタワーマンション、パークタワー東中野グランドエアの外構部は、昔から
の大木を活かした多種多様なみどりが整備されていて、歩いていて楽しい。東口の
駅前も、単品種の樹木が均等に整列した山手通りのような無機質な植栽ではなく、
多様性のある緑地化計画をしてほしい。

地区計画による
住環境の維持・向上

〇緑化率を設定することが理想ですが、既存の建物が多く難易度が高いと思われます。
防災の観点からも、旧耐震建物の建て替えに伴う、容積率向上と引き換えに緑化計
画を合わせることが良いと思います。

〇地区計画では適度な高さ制限も設けていただきたい。

静かで落ち着いた
住環境の維持

〇便利でのんびりした東中野らしさを残してほしい。

〇現状、都心に近いながら静かな街が広がっていると思います。既存の街を無視した
再開発ではなく、今の街の魅力を守りながら、駅前のユニバーサルデザイン化、公共
福祉施設の充実、滞留できる緑地空間の整備をしていただきたい思います。

・方針の名称：「東中野駅周辺まちづくり基本方針」から「東中野駅東口周辺まちづくり基本

方針」に変更

・方 針 ①：新たに「東口と西口をつなぐ東西連携軸を踏まえ、東西の回遊性・安全性を高める

歩きやすいまちづくりを検討する。」を追記

・方 針 ②：東中野らしい“適度な”にぎわいという表現に修正

・方 針 ④：駅から神田川へ人の流れを誘導することについて、図や文章に明記

※代表的な意見例は、個人情報等を除き、皆様より頂いた原文のまま掲載しています。

基本方針は、２０２６年上半期に策定予定です。今後のまちづくりの情報に関しては、ニュース
でお知らせするほか、中野区公式ホームページにも掲載しますので、あわせてご覧ください。

東中野駅周辺まちづくり基本方針策定までの流れ

東中野駅東口周辺まちづくり
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基本方針（たたき台）への意見募集の実施と意見の概要（続き）

■【方針④ 水辺を活かしたまちづくり】に関しての意見総数 全15５件■【方針② 東中野らしいにぎわいが生まれるまちづくり】に関しての意見総数 全1８０件

意見内容の分類 代表的な意見例（抜粋）

にぎわい創出、
地域交流の場づくり

〇イベント(音楽イベントも含む)など開催しやすくて高校生から大人まで多くの人と交流
ができる多目的スペース。

〇東中野は、学生の乗降客が多く、学校や地域活動との連携を駅周辺で行うことで住民が
安心して住める地域になると感じます。

誰もが滞留できる
空間の確保

〇駅前のスペースにはもう少しベンチを設置して休憩ができたり、街灯を設置するなど、
待ち合わせ場所にもなるエリアにして良いと思う。

〇大きなスペースは不要ですが、少し腰掛けられるようなベンチや椅子、また雨天時に短
時間しのげる屋根のあるスペースがもう少し確保できると良いかと思います。

日常に彩りを添える
施設の充実

〇ファミリー層が求める日常生活に必要な商業施設、文化施設を中心に、開発して欲しい。

○若い人が多いので、カフェなど人気のあるお店がくるのがいいと思います。

駅前商業の活性化

〇タワーマンションが３つもあり、住宅街も広がる東口に商業施設が乏しいのは勿体無い。
最近新店舗ができている商店街と一体化した開発をすると良い。

〇東中野の魅力として、老舗の個人店が残っていることがある。再開発で新しく商業施設
を作る場合も、前述の通り馴染みやすい姿とすべく、よくある駅前のチェーン店舗ばかり
の商業施設ではなく、地元の老舗や個人店も含めたテナント計画としてほしい。

地域の個性や
落ち着きが

失われることへの懸念

〇東中野には「個性的・魅力的なお店」や「盛んな地域活動」といった既存の魅力がありま
す。これらを尊重し、「人と人とのつながりを大切にする地域性」や「個人が経営する個性
豊かなお店が多く区内外問わず来客があり、まちのにぎわいの大切な要素の一つ」と
なっている、東中野特有の文化を継承・発展させる形での「にぎわいづくり」を目指すべ
きです。

〇都会に近くても静かなところが気に入っています。もちろん賑わうことも大事ですが、落
ち着いた暮らしと両立できる案がより嬉しいです。

意見内容の分類 代表的な意見例（抜粋）

ベンチ等の休憩スペース

〇神田川沿いに新宿区側のような憩いの場所を作ってもらいたい。休憩場所を増やして
欲しい。

〇川沿いにベンチや芝生を増やして座れるようにする。

カフェ等のくつろげる場所

〇新しくなった新宿中央公園のような、自然とカフェなどが融合した、人が集まりくつ
ろげる場所があると良いと思います。

〇桜の時期だけかなり人が多く来る。目黒川のようなにぎわいのためには、カフェ等の
商業施設をつくってほしい。

子どもが遊べる公園
〇子供が遊べるような公園施設が増えるのは良いと思います。

〇公園を整備することで家族連れが訪れるような場所を作れるとよいかと思います。

神田川沿い遊歩道の改良

〇神田川沿いはウォーキングコースとして素晴らしいのですが、ブロックがガタガタし
て歩きにくいところがあります。時々、つまずきそうになり少し危ないかも。

〇夜に神田川沿いの道を歩くと、少し薄暗い印象を受けるため、暖色系の足元のライト
アップなど、夜に歩きやすい空間づくりをするとさらに水辺を活かせると考える。

みどりと景観への配慮
〇新宿区側は豊かな植栽計画がされているにも関わらず、中野区側は景観性に何も配
慮されていないので、歩くことはありません。新宿区側を歩いています。

駅から神田川方面への動線

〇神田川から日本閣跡地まで続く緑を駅前まで引き込むイメージで、神田川沿いの緑
～日本閣跡地の緑（マンションの足元に残していただいた並木）～駅前の緑が繋がり、
静かで緑豊かな魅力的な地域になると思います。

〇駅から川が少し離れているので、川まで歩きやすい道路作りをしていただければと
思います。

■【方針③ 安全で安心して過ごせるまちづくり】に関連して寄せられた意見総数 全13８件

意見内容の分類 代表的な意見例（抜粋）

防災対策

○災害に強い街づくり。また被災しても安全に避難、避難生活ができる備蓄や準備が
自治体主体でして欲しい。

○防災イベントを身近に！日常でも手軽に行えることを増やし、無意識に意識できるよ
うに。

緊急時以外の利用

○第三中学校跡地を災害時の対応施設とすることには賛成です。学校建物を利用し、
通常は一般人にも開放してカフェやコワーキングスペースなどエリアマネージメ
ント活動の場として利用することもできるのではないでしょうか。花見の時期に
はイベントの企画もでき、新たなスポットとして期待もできそうです。

防犯対策

○防災はもちろん、治安の問題、夜でも歩けるような街であってほしい。

〇今のまま、治安が悪くならないことを祈ります。住宅がたくさんあって、穏やかな雰
囲気で、女性一人でも歩きやすい街なところが気に入ってます。

■【方針① バリアフリー化され誰もが安全に通行できるまちづくり】に関しての意見総数 全20１件

意見内容の分類 代表的な意見例（抜粋）

駅のバリアフリー化

〇東口駅舎のバリアフリー化を切に願います。時間帯によっては人の流れも多いので、
エレベーターだけではなくエスカレーターの設置を希望します。

○バリアフリーも大切ですし、東口はベビーカーやお年寄りがエスカレーターもなく、
時々スーツケースを持った方が苦労されているのも見受けられますので、改善される
と嬉しいです。また階段などもかなり塗装も剥がれて景観もあまり綺麗ではないので、
改善されるともっと嬉しいです。

○駅の東口はバリアフリー化されていないこともあり、キャリーバッグ持参や荷物が
多い時は遠回りでも西側のエスカレーターを目指して行くこともあり、便利さとかけ
離れています。車椅子を押した時はエスカレーターにも乗せられないため、坂を押し
て上がりとても苦労しました。スペースの問題はあると思いますが、エスカレーター、
エレベーターの設置を第一に検討頂きたいです。

駅周辺の歩きやすさ、
回遊性

○東口駅舎及び駅周辺のバリアフリー化をお願いします。大きな荷物を持って出かけ
る際、JRを避けて、タクシー利用になってます。

〇大賛成です。早く進めて欲しいです。駅の階段を降りて、ユニゾンモールのデッキ
に入るまでの通路が狭く、すぐ横が車道なのでいつも怖いです。

〇東口側は歩道付きの道路がすくなく車の通行量が多く、また南北の線路の行き来も
非常に渡りにくく危ない。

○東口の北側については、階段の狭さも気になります。南側に比べて狭いため、乗降
者がぶつかりそうになっていることが多々あります。同様に、東口の北側については、
階段を降りた周辺の歩道等が狭いことも気になります。例えば、ベビーカーを押して
いる方がいたり、傘をさすような雨天時等では人がすれ違うスペースさえない狭い箇
所もあります。

※代表的な意見例は、個人情報等を除き、皆様より頂いた原文のまま掲載しています。
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